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（ 「＊ ＊ ＊」と「旅が始まる……。」の間に入ります） 

 

受胎の瞬間、卵子はたったひとつの精子を受け入れますが、その 

精子は幾多の中のひとつです。卵子と精子は融合してひとつの細胞 

になり、そしてすぐさまふたつ、四つ、八つ……になっていきます。 

この星での命の始まりです！ こうした個体発生の端緒は、私たちの 

〈進化のナラティヴ（evolutionary narrative）〉すなわち人類とし 

ての進化の物語りの最終形であり現段階であって、私たちは設計上、 

ホモ・サピエンス＝人間であるとはどういうことかという経験をプ 

ロセスしながら機能するようにできている、と私はとらえています。 


